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(57)【要約】
【課題】液晶表示装置において、エージング映像を用い
た検査の効率を向上させる。
【解決手段】液晶ディスプレイ部２は、液晶パネル２１
と、コントローラ部２６とを備える。コントローラ部２
６は、一画面分のエージング映像信号の出力回数を設定
するエージング映像信号出力回数設定部２６ｃと、エー
ジング用の映像信号を出力するエージング映像信号出力
部２６ｄとを有する。エージング映像信号出力回数設定
部２６ｃは、液晶パネル２１の画素数が多いとき、出力
回数を少なく設定し、液晶パネル２１の画素数が少ない
とき、出力回数を多く設定する。エージング映像信号出
力部２６ｄは、設定された出力回数分のエージング映像
信号を出力した後、別の種類のエージング映像信号を出
力する処理を繰り返すので、液晶パネル２１の画素数が
異なる場合であってもエージング映像の切替時間は略同
じになる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリクス状に配置された複数の画素を有し、エージングを行うためのエージング映像
が表示される液晶パネルと、
　前記液晶パネルに表示されるエージング映像の一画面分の映像信号の出力回数を設定す
るエージング映像信号出力回数設定手段と、
　前記エージング映像の一画面分の映像信号を、前記エージング映像信号出力回数設定手
段によって設定された出力回数だけ出力する映像信号出力手段とを備える液晶表示装置に
おいて、
　前記エージング映像信号出力回数設定手段は、
　前記液晶パネルの画素数が多いとき、前記出力回数を少なく設定し、
　前記液晶パネルの画素数が少ないとき、前記出力回数を多く設定することを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶パネルの表示制御用のクロック信号を出力するクロック信号出力手段をさらに
備え、
　前記クロック信号出力手段は、前記液晶パネルの画素数の多少に関わらず、一定の周波
数のクロック信号を出力するようにしたことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エージング映像を用いた検査の効率を向上させる液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、液晶パネルに黒ベタパターン等のエージング映像を表示することができる液
晶表示装置が知られている。作業者はエージング映像が表示された液晶パネルを目視する
ことによって製品の不良品を検査する。この種の液晶表示装置では、１フレーム単位を基
準にカウンタを設けてエージング映像の自動切替を行っている。しかし、この種の液晶表
示装置では、液晶パネルの表示制御用クロック周波数が液晶パネルの画素数に関わらず一
定であるため、液晶パネルの画素数によってはエージング映像の切替時間が大きく異なる
という問題がある。
【０００３】
　エージング映像の切替時間の例を図５のリスト９０に示す。リスト９０は、解像度種別
９０ａ、液晶パネルの列のドット数（Ｈ画素）９０ｂ、横のライン数（Ｖ＿Ｌｉｎｅ）９
０ｃ、１画面分の映像信号の出力回数を示す値（カウンタ）９０ｄ、クロック周波数（Ｃ
ＬＫ周波数）９０ｅ、及び切替時間９０ｆから構成される。なお、図５では、エージング
映像の表示に用いられる液晶パネルの総画素数を解像度と呼んでいる。切替時間９０ｆは
、上記の値９０ａ～９０ｅを用いて算出される。
【０００４】
　図５に示すように、解像度種別９０ａがＶＧＡのときの切替時間は１．２５秒であるの
に対して、解像度種別９０ａがＷＸＧＡのときの切替時間は４．６４秒であり、切替時間
が大きく異なる。このように、切替時間が大きく異なると、解像度種別９０ａがＶＧＡで
ある液晶パネルの検査と、解像度種別９０ａがＷＸＧＡである液晶パネルの検査とを相互
に行うような場合、作業者の検査効率が悪くなる。また。解像度種別９０ａがＶＧＡであ
る液晶パネルの切替時間９０ｆが２秒以下と短いため、作業者によって十分な検査が行え
ないことがある。また、解像度種別９０ａがＷＸＧＡである液晶パネルの切替時間９０ｆ
が４秒以上であるため、製造ラインのスピードを遅くしなければならないことがあり、検
査の効率が悪くなることがある。
【０００５】



(3) JP 2010-38999 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

　ところで、特許文献１には、特定の画素数を有する液晶パネルに複数の映像信号を表示
する際に、映像信号が示す映像にあった表示方法に切替えることができる液晶表示装置が
開示されている。また、特許文献２には、エージング用に所定時間間隔で黒ベタ及び白ベ
タパターンの映像の駆動信号を発生する液晶表示装置が開示されている。また、特許文献
３には、クロック信号のオン・オフ等を繰り返すことによりエージング検査による不良品
の検出率を向上させる液晶表示装置が開示されている。しかし、これらの液晶表示装置で
は、上記問題を解決することができない。
【特許文献１】特開平７－１１０６６９号公報
【特許文献２】特開平１１－１４９０６６号公報
【特許文献３】特開２０００－２８４２５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものであり、エージング映像を用
いた検査の効率を向上させることができる液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために請求項１の発明は、マトリクス状に配置された複数の画素を
有し、エージングを行うためのエージング映像が表示される液晶パネルと、前記液晶パネ
ルに表示されるエージング映像の一画面分の映像信号の出力回数を設定するエージング映
像信号出力回数設定手段と、前記エージング映像の一画面分の映像信号を、前記エージン
グ映像信号出力回数設定手段によって設定された出力回数だけ出力する映像信号出力手段
とを備える液晶表示装置において、前記エージング映像信号出力回数設定手段は、前記液
晶パネルの画素数が多いとき、前記出力回数を少なく設定し、前記液晶パネルの画素数が
少ないとき、前記出力回数を多く設定するものである。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の液晶表示装置において、前記液晶パネルの
表示制御用のクロック信号を出力するクロック信号出力手段をさらに備え、前記クロック
信号出力手段は、前記液晶パネルの画素数の多少に関わらず、一定の周波数のクロック信
号を出力するようにしたものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、液晶パネルの画素数が多いときに、少ない出力回数に設定され、液晶
パネルの画素数が少ないときに、多い出力回数に設定される。そのため、液晶パネルの表
示制御用クロック周波数が液晶パネルの画素数に関わらず一定である場合であっても、画
素数に関わらずエージング映像の切替時間を略同じにすることができる。従って、作業者
はエージング映像を用いた検査作業が行いやすくなるのでエージング映像を用いた検査の
効率を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の一実施形態に係るテレビジョン（以下、ＴＶ）受像機（液晶表示装置）につい
て、図１及び図２を参照して説明する。図１は、ＴＶ受像機１の外観を示し、図２は、Ｔ
Ｖ受像機１の構成を示すブロック図である。
【００１１】
　ＴＶ受像機１は、ＴＶ放送番組やエージング用のエージング映像を表示するための液晶
ディスプレイ部２と、音声を出力可能なスピーカ３と、外部のアンテナに接続され、この
アンテナにより受信されるＴＶ放送の所望の番組を選局するチューナ４とを備える。また
、ＴＶ受像機１は、ＴＶ受像機１の筐体外部に露出するように設けられた端子部５と、装
置本体とは別体となるリモコン装置６から送信された操作信号を受信する受信部７と、装
置各部の制御を行うための制御用マイコン８とをさらに備える。
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【００１２】
　ＴＶ受像機１は、制御用マイコン８による制御に基づき、例えばチューナ４により選局
されたＴＶ放送番組や、端子部５にケーブルを介して入力される画像・音声等を液晶ディ
スプレイ部２やスピーカ３を介して視聴可能にすることができる。
【００１３】
　制御用マイコン８は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、その他の電子部品で構成された映像処
理回路８ａや音声処理回路８ｂ等を有する。映像処理回路８ａは、表示するＴＶ番組の映
像信号を液晶ディスプレイ部２に出力するものである。音声処理回路８ｂは、出力するＴ
Ｖ番組の音声信号をスピーカ３に出力するものである。
【００１４】
　次に、液晶ディスプレイ部２の構成について、図３を参照して説明する。図３は、液晶
ディスプレイ部２の構成を示すブロック図である。
【００１５】
　液晶ディスプレイ部２は、液晶パネル２１と、ソースドライバ２２と、ゲートドライバ
２３と、複数のデータ信号線２４と、複数のゲート信号線２５と、液晶ディスプレイ部２
の各部を制御するコントローラ部２６と、各部に電気を供給する電源部２７とを備える。
【００１６】
　ソースドライバ２２及びゲートドライバ２３は、液晶パネル２１の映像表示を制御する
ものであり、液晶パネル２１の異なる一辺側にそれぞれ配置されている。複数のデータ信
号線２４及び複数のゲート信号線２５は、液晶パネル２１の周辺に配置されている。
【００１７】
　液晶パネル２１は、マトリクス状に配置された複数のＴＦＴ等の画素（図示せず）を、
データ信号線２４及びゲート信号線２５が交差する位置に有する。各画素には、いずれも
データ信号線２４及びゲート信号線２５が接続されている。液晶パネル２１は、ソースド
ライバ２２及びゲートドライバ２３によって制御されることにより任意の映像を表示する
ことができる。
【００１８】
　ソースドライバ２２は、複数のデータ信号線２４のそれぞれに対して、そのデータ信号
線２４に接続された各画素の映像表示データに対応する映像信号を供給する。ゲートドラ
イバ２３は、対応するゲート信号線２５に対して、そのゲート信号線２５に接続された各
画素を選択駆動するためのアドレス信号を供給する。電源部２７は、液晶パネル２１、ソ
ースドライバ２２、ゲートドライバ２３、及びコントローラ部２６に駆動用の電源を供給
する。
【００１９】
　コントローラ部２６は、ＴＶ番号等の映像信号を出力する映像信号出力部２６ａと、表
示制御用のクロック信号を出力するクロック信号出力部（クロック信号出力手段）２６ｂ
と、一画面分のエージング映像信号の出力回数を設定するエージング映像信号出力回数設
定部（エージング映像信号出力回数設定手段）２６ｃとを有する。また、コントローラ部
２６は、エージング用の映像信号を出力するエージング映像信号出力部２６ｄを有する。
ここでは、説明の便宜上、コントローラ部２６から出力されるデータ信号及びアドレス信
号を含む信号を映像信号という。また、エージング映像を表示するための映像信号をエー
ジング映像信号という。
【００２０】
　映像信号出力部２６ａは、映像処理回路８ａ（図２参照）から受信した映像信号に基づ
く映像信号をソースドライバ２２及びゲートドライバ２３に出力する。
【００２１】
　クロック信号出力部２６ｂは、ソースドライバ２２及びゲートドライバ２３に液晶パネ
ル２１に表示される映像のタイミング等を制御するためのクロック信号を出力する。クロ
ック信号出力部２６ｂは、エージング映像を表示するとき、液晶パネル２１の画素数に関
わらず周波数が一定であるクロック信号をソースドライバ２２及びゲートドライバ２３に
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出力する。
【００２２】
　エージング映像信号出力回数設定部２６ｃは、液晶パネル２１に表示されるエージング
映像の１画面分のエージング映像信号の出力回数を設定する。エージング映像信号出力回
数設定部２６ｃは、液晶パネル２１の画素数が多いとき、出力回数を少なく設定し、液晶
パネル２１の画素数が少ないとき、出力回数を多く設定する。具体的な出力回数について
は後述する。
【００２３】
　エージング映像信号出力部２６ｄは、黒ベタパターンや白ベタパターン等の１６種類の
エージング映像を表示するためのエージング映像信号をソースドライバ２２及びゲートド
ライバ２３に出力する。エージング映像信号出力部２６ｄは、エージング映像信号出力回
数設定部２６ｃによって設定された出力回数分のエージング映像信号を出力した後、別の
種類のエージング映像信号を出力する処理を繰り返す。
【００２４】
　エージング映像信号出力部２６ｄによるエージング映像信号の出力は、例えば、コント
ローラ部２６がエージングモードとして動作するときに行われる。なお、電源部２７が外
部電源と接続するための複数の接続端子を有し、いずれかの接続端子に外部電源が接続さ
れることによって、エージングモードのオン／オフされる構成であってもよい。
【００２５】
　次に、液晶パネル２１の画素数に対応する出力回数について、図４に示すリストを参照
して説明する。リスト９は、解像度種別９ａ、液晶パネル２１の列のドット数（Ｈ画素）
９ｂ、液晶パネル２１の横のライン数（Ｖ＿Ｌｉｎｅ）９ｃ、エージング映像の１画面分
の出力回数を示す値（カウンタ）９ｄ、クロック周波数（ＣＬＫ周波数）９ｅ、及び切替
時間９ｆから構成される。なお、ここでは、液晶パネル２１の総画素数を解像度と呼んで
いる。
【００２６】
　カウンタ９ｄの値は、エージング映像信号出力回数設定部２６ｃによって液晶パネル２
１の画素数に対応する値に設定される。具体的には、リスト９に示すように、解像度種別
９ａがＶＧＡのとき、カウンタ９ｄの値には「２５６」が設定される。また、解像度種別
９ａがＳＶＧＡのとき、カウンタ９ｄの値には「１２８」が設定される。また、解像度種
別９ａがＸＧＡのとき、カウンタ９ｄの値には「６４」が設定される。また、解像度種別
９ａがＷＸＧＡのとき、カウンタ９ｄの値には「６４」が設定される。
【００２７】
　クロック周波数９ｅは、解像度種別に関わらず一定である。切替時間９ｆは、エージン
グ映像が別種類のエージング映像に切り替るまでの時間を示す。切替時間９ｆは、液晶パ
ネル２１の画素数にカウンタ９ｄの値を掛けた後、さらにクロック周波数９ｅで割ること
により算出される。
【００２８】
　リスト９に示すように、解像度種別９ａがＶＧＡのとき、カウンタ９ｄには「２５６」
が設定されているため、切替時間９ｆは２．５１秒となる。また、解像度種別９ａがＳＶ
ＧＡのとき、カウンタ９ｄの値が「１２８」に設定されているため、切替時間９ｆは２．
１２秒となる。また、解像度種別９ａがＸＧＡのとき、カウンタ９ｄの値が「６４」に設
定されているため、切替時間９ｆは１．７３秒となる。また、解像度種別９ａがＷＸＧＡ
のとき、カウンタ９ｄの値が「６４」に設定されているため、切替時間９ｆは２．３６秒
となる。
【００２９】
　このように、液晶パネル２１の画素数が異なる場合であってもエージング映像の切替時
間９ｆは約２秒になるので、作業者のエージング映像を用いた検査の効率が向上する。
【００３０】
　上述したように、本実施形態に係るＴＶ受像機１においては、液晶パネル２１の画素数
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が多いとき、出力回数を少なく設定し、液晶パネル２１の画素数が少ないとき、出力回数
を多く設定する。そのため、液晶パネル２１のクロック信号の周波数が液晶パネル２１の
画素数に関わらず一定である場合であっても、画素数に関わらずエージング映像の切替時
間を略同じにすることができる。従って、作業者はエージング映像を用いた検査作業が行
いやすくなるので、エージング映像を用いた検査の効率を向上させることができる。
【００３１】
　また、ＴＶ受像機１は、外部クロック信号を用いることなしに、異なる画素数の液晶パ
ネル２１における切替時間を略同じにすることができるので、作業者の検査の手間を軽減
させることができる。
【００３２】
　なお、本発明は、上記実施形態の構成に限られず、発明の趣旨を変更しない範囲で種々
の変形が可能である。例えば、図４において、解像度種別９ａに関わらず切替時間９ｆが
約２秒になる例を示したが、これに限られずカウンタ９ｄの値を任意の値に設定すること
により、切替時間９ｆを２秒以外の任意の値にしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の一実施形態に係るＴＶ受像機の外観を示す斜視図。
【図２】上記ＴＶ受像機の概略構成を示すブロック図。
【図３】上記ＴＶ受像機の液晶ディスプレイ部の構成を示すブロック図。
【図４】上記ＴＶ受像機におけるエージング映像の切替時間を示すリスト。
【図５】従来のＴＶ受像機におけるエージング映像の切替時間を示すリスト。
【符号の説明】
【００３４】
　　１　ＴＶ受像機（液晶表示装置）
　　２１　液晶パネル
　　２６ｂ　クロック信号出力部（クロック信号出力手段）
　　２６ｃ　エージング映像信号出力回数設定部（エージング映像信号出力回数設定手段
）
　　２６ｄ　エージング映像信号出力部（映像信号出力手段）
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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